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西脇市Facebookでも情報発信中！
紙面に載せきれないまちの話題がど
んどん届きます。

まちの話題まちの話題

個性豊かな作品ずらり
　第38回西脇市子ども造形作品展
で、市内の小中学校と北はりま特
別支援学校（多可町）に通う児童
と生徒による作品を展示。絵画や
工作、工芸、デザインの個性豊か
な作品約千点が並びました。〔１
月21日～23日／市民交流施設〕

災害に備え協定締結
　ユニオンアルファ（加古川市）
と災害時の資機材の賃貸などに関
する協定を締結。地震や風水害が
発生した際に、避難所で使用する
発電機や投光器、衛生用品の提供
を同社から迅速に受けることがで
きます。〔１月26日／市役所〕

地域医療を考える
　３年ぶり開催の「市民フォーラ
ム」で、筑波大学大学院の久野譜
也教授がおのずと健康になれる健
幸都市の実現に向けて講演。参加
者は地域医療について理解を深め、
地域でできることを考えました。
〔１月29日／市民交流施設〕

初開催のボッチャ大会で頂点競う
　障害の有無や年齢にかかわらず楽しめるボッチ
ャをプレーしながら交流を深めてもらおうと、市
スポーツ推進委員会が「ボッチャ交流大会」を初
開催。12チーム36人が参加し、頂点を競いました。
　ボッチャはジャックボールと呼ばれる白球に向
けて赤色と青色のボールを６球ずつ投げ、白球と
の近さを競う競技。障害のある人のためにヨーロ
ッパで考案され、パラリンピック競技にもなって
います。〔２月４日／茜が丘複合施設みらいえ〕

生涯スポーツ・卓球の魅力伝える
　生涯スポーツとして卓球を普及しようと開いた
「卓球フェスタ・健幸卓球交流会」で、元日本代
表監督で「卓球で日本を元気にする会」会長の児
玉圭司さんが、誰でも楽しめる卓球の魅力を紹介。
明治大学卓球部ＯＢの落語家・三遊亭小遊三さん
によるトークショーのほか、実業団や明治大学の
選手によるデモストレーション、日本代表男子コ
ーチの指導もあり、参加した約400人が卓球を楽
しみました。〔２月12日／総合市民センター〕

利用促進へ西高生が仏と意見交換
　ＪＲ加古川線の利用促進策を考えようと、西脇
高校生がフランスとオンラインでつなぎ、制作し
た映像を見せながら英語で意見交換をしました。
　フランスでも同じ課題を抱えていると聞いた生
徒は、署名活動やＳＮＳで利用の呼び掛けをする
など、路線存続に向けて行動を起こすように助言
を受けていました。〔１月31日／西脇高校〕

誰もが働きやすい職場づくりを
　市内企業の経営者や人事担当者ら約40人が、女
性活躍推進セミナー合同研修会を受講。研修会は
誰もが働きやすい職場づくりの推進が目的で、ワ
ークライフコンサルタントの講師から育児・介護
休業法や休業制度の導入メリットなどを学び、男
性の育休について理解を深めました。〔２月10日
／茜が丘複合施設みらいえ〕

多彩な文化融合―市民有
志が文化イベント初開催

　市内の在住者や出身者らでつくる
「西脇市アートサポーター」を母体
とした実行委員会が、文化イベント
「Órinasカルチャーミックス2022」
を初めて開催。公募して集めた昭和
期の写真やフィルムを市民交流施設
に投影する「みんなでおりなすプロ
ジェクションマッピング」では、最
新の映像技術で加工された昭和30年
代以降の西脇の風景が壁一面に映し
出されました。
　また、市民交流施設内には一日限
りの映画館が登場。自由なスタイル
で映画を鑑賞することができ、ドキ
ュメンタリー映画４作品が上映され
ました。
　さらに、劇団シーブが短編の演劇
や台本のない即興劇を披露したほか、
市内に５つの映画館があった時代を
振り返るパネル展示もありました。
〔２月４日／市民交流施設〕
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